
学校教育目標 向島藤の木だより 

１０月号 

令和８年９月３０日（水） 

京都市立向島藤の木小学校 

校 長   井出 浩史 

日 曜日 行　　　　　事 保　　健 部活

1 木
ALT
相撲大会練習（放課後） 視力検査（中・高）

2 金
6年：向東祭（午前）
放課後学習会

3 土
御香宮相撲大会
（参加申込者）

4 日

5 月 視力検査（低・にじ）

6 火
ALT
部活動

〇

7 水 フッ化物洗口

8 木
リハーサル・前日準備⑤
１～４年13:30下校

9 金
ふじのきフェスティバル（体育の部）
14:45完全下校
学校評価（～21まで）

10 土 絵の広場（向島図書館）
11 日

12 月 スポーツの日

13 火
フェス予備日
部活動（ふじフェス延期の場合は無し）

〇

14 水
フェス予備日
4年：自転車教室③④
委員会活動⑥

フッ化物洗口

15 木
ALT
高：着物着付体験③④
３年：食に関する指導④

16 金
自転車教室予備日
放課後学習会

17 土

18 日

19 月

20 火
部活動
高：すばる高校交流⑤⑥

〇

21 水
ALT/クラブ活動⑥
学校評価アンケート締切

フッ化物洗口
歯科検診9:30～

22 木 育成合同運動会

23 金
低：秋の遠足/中：社会見学
５時間授業/ALT

24 土

25 日 陸上記録会(たけびし)

26 月
6年：修学旅行説明会14:00
ＦＣＴ③けいどろ☔マイチャレ

27 火
避難訓練（火災）②
部活動

検尿①
〇

28 水
ALT フッ化物洗口

検尿②

29 木
選書会
６年：食に関する指導④

30 金
歯磨き指導②６年③１年
放課後学習会

31 土

１０月学校行事予定

11月の主な行事予定
13日（金）　就学時健康診断
20日（金）　ふじのきフェスティバル　～文化の部～
26日（木）～27日（金）　６年：修学旅行

備考

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふじのきフェスティバルに向けて 

10 月９日（金）に行われるふじのきフェスティバル（体育の部）に向け

て、各ユニットとも練習を進めています。日々の体育服の洗濯や、飲物の

用意など、様々な件でご協力いただき、ありがとうございます。 

 

＜学校評価アンケートご協力をお願いします＞ 

10月 9日（金）～21日（水）までの期間に、第 1回学校評

価アンケートを行います。 

詳細につきましては、10月 9日（金）にすぐーるにて配信さ

せていただきます。ご協力をよろしくお願いします。 

便利な時代だからこそ大切にしたいこと 
朝夕の風に秋の気配を感じる季節となりました。 

近年、社会は急速にデジタル化が進み、学校教育も大きく変化

しています。本校でも 9 月から、試験的に「ダッシュボード」を活

用した朝の出欠確認を始めました。子どもたちの安全確認をより

迅速に行うこと等、活用場面を増やしていきたいと考えていま

す。 また、最近では「生成 AI」が社会の様々な場面で活用される

ようになりました。これから子どもたちが大人になる頃には、AI

を上手に活用することが当たり前の社会になっているかもしれ

ません。  

しかし、便利な道具ほど、正しい使い方を学ぶことが大切で

す。私自身も父親として息子にスマートフォンを持たせる際、大変

悩んだ経験があります。その時に参考にしたのが、「夜回り先生」

として知られる水谷修さんのお話でした。 

水谷さんは講演会でこんな趣旨のお話をされていました。 

「包丁と携帯電話（スマホ）は同じように考えてください。包
丁は便利な道具ですが、子どもには使い方をしっかり教えま
す。使い方を間違えれば、自分も傷つくし、人を傷つけることも
あります。携帯電話（スマホ）も同じです。とても便利ですが、
使い方を間違えると、人を傷つけたり、自分自身が傷ついたり
することがあります。」 
さらに、水谷さんは、 

「人間は本来、昼に活動する生き物です。夜になると判断
力や思考力はどうしても低下します。そんな時間帯にスマホを
通して友達とやり取りをすると、誤解やトラブルが起こりやすくな
ります。」 
というお話もされていました。 
我が家では、息子が小学校 6 年生になった時にスマートフォン

を持たせました。その際に決めたルールが、「寝る時には自分の

部屋へ持っていかない」ということでした。 

現在、高校 2 年生になった息子ですが、そのルールは今も続い

ています。夜になるとスマホはリビングで充電します。野球を続

けている息子自身が、「早く寝て、しっかり体を成長させたい」と

いう思いを持っていることもあり、自然と習慣として定着しまし

た。 

スマートフォンやタブレット、SNS は、これからの時代を生きる

子どもたちにとって欠かせないものです。また、AI も含め、デジ

タル技術を使いこなす力はますます重要になっていくでしょう。

だからこそ、私たち大人が「使わせない」ではなく、「正しく使う力

を育てる」ことが大切なのだと思います。 

時代はどんどん便利になっていきます。しかし、子どもたちは

まだ成長の途中です。便利な道具に振り回されるのではなく、自

分も周りの人も傷つけることなく、幸せに成長してほしいと願っ

ています。 

ぜひご家庭でも、スマートフォン・タブレット・SNS の使い方に

ついて話し合いや見守りをお願いいたします。子どもたちの健や

かな成長のために、今後ともご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。 



 

 


